情報公開請求があった場合公開・非公開となる情報の例

【非公開情報の例】

	該当条文
	非公開情報の例
	備　考

	８条１項１号

（法人等情報）
	法人代表者の印影
	

	
	法人の取引先名
	

	
	法人の取引先銀行の口座情報
	

	
	防犯等のセキュリティに関する情報
	

	
	企業の今後の事業方針
	

	
	法人固有の技術に関する情報
	

	
	
	

	
	
	

	８条１項４号

（事務執行支障情報）
	面接に関する合否判定資料
	

	
	人事異動に関する未確定情報
	

	
	
	

	
	
	

	９条１号

（個人情報）
	個人の氏名・住所・電話番号・生年月日など
	公務員の氏名等は除く（職務上）

	
	個人の印影
	

	
	職員個人の通勤手当認定経路及びこれを特定し得る部分
	

	
	大阪府職員の職員番号
	

	
	個人の自動車のナンバープレート
	業務用車は公開

	
	個人の取引に関する情報
	

	
	個人の肖像
	

	
	情報公開請求を行った個人名
	

	
	個人の住宅の間取り
	

	
	
	

	
	
	


【公開情報の例】

	
	公開情報の例
	備　考

	８条１項１号

（法人等情報）

関連
	法人の会社印
	登記して公示すべきもの

	
	補助金の額、交付先の名称
	公金の支出先

	
	
	

	
	
	

	９条１号

（個人情報）

関連
	土地所有者の氏名・住所
	登記され、公になっているため

	
	登記されている法人役員等の情報
	登記され、公になっているため

	
	大阪府職員のメールアドレス
	職務上使用しているものに限る

	
	補助金の額、交付先の名称
	公金の支出先

	
	医師、弁護士、税理士、司法書士、行政書士の氏名、勤務先の名称・所在地
	氏名を公にして業務をすることが相当と認められる

	
	一級建築士の氏名
	国で閲覧可能

	
	自治会長の氏名
	広報等で公になっている

	
	工事現場代理人の氏名
	当該工事現場の看板等で公にされている責任者であるため

	
	
	

	
	
	


【その他】

　行政文書の中に請求の対象外の情報が含まれている場合は、対象外という理由のみではその部分を「黒塗り」や「白抜き」にせず、当該行政文書全体について、条例に基づいて公開・非公開の判断を行う。
※４








